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影響しているζ とはよ くみられるζ とである。したがって ，児窓生縫の実態に則したきめの細かい指導
なしていくには思考傾向をより内商的な点から考察してみる必嬰憶を感じたからである。
もう一つの理由は，児童生徒の学力向上という綬点からみた場合，学習対象となる社会事象に対して
より深い考え方 ，見方 ，感じ方で学留する心的傾向が形成される ζ とが必裂である と二時えるからである。



















o 態度の特性 ーー シエリア(Sherif )とキマントリ ル(ClUltril)の辺総 一一






























































程で考察し，それを刺激一 感覚一 知覚一 認知の過程として分析した。そこで，この知覚治3ら認
の過程について社会心理学では，さらに分析し ，この過程に1-.1省略し，補足し，構成する，あるいは
(4) 
択し.どこか強請し解釈する はがらきがあり そのはトらさば .その人のもつ価値意減やヌテレオ。)'_1'-";.，1 c '-V.J".J ， 
イプ(製にはまヮた考え方をする傾向)情緒などを含んだ態度によるもので，そのような意味で態度





歴史事象を比較したり，関係を考察一一→歴史事象の理解 I " 歴史事象安正し 〈受け とItl~
¥y i干 I I→ 
しようとするなどの思考傾向としての態度 I I L I史を逸して建設的な考え方見
/ "( rn:~~~._ ~~ ...." .-1-1 既有知識， ;ステレオタイ プ (児窓生一一斗 歴史事象に対する感じ方P方をもっ。

















































































東新中学校 ，第2学年 2学級， 1 0 5名 ，その中で欠席者を除き 100名を対象と した。
上 .中， 下位苦手の介類は.第二学期に実施した社会科テ〆 ト三回の結果および学校で実施した知能テ
スト結果と担任教諭の意見を参考Eこして次のように分けた。
よ位若手 5日名 (努 15女14) 中位群 4 0名(男 2口女2日)









結果 . 影響などに関する歴史~j裂をそれぞれ前者は 1 7 ，後者は 15選び，その他に二つの杭念に
あまり関係のない歴史事象を含め ，2 5の歴史事象に下記のような尺度をつけて調査した。
自由民権選動
2 年 組 番号( 氏名
あなたは「自由民権運動jを考えるにあたって， どんなζとをml係づけて考えなければならないと息いますか，下の尺度のと
Eろに .あなたの考えに最もあうととろを選んでO却をつけなさい。そして .T.イにつけた場合は ，そのわけをIく鎚K関係
があると思った理由を'&きなさい。
2 3 4 
強〈関係 関係が 少しll!J係 ・どちらと だいたい 隠i>が ぜったい
があると あると があるt もいわれ 関係がな ないと 関係がな
思う 恩う 患う ない いと思う 患う いt思う
-わからない
Llt 徴兵絡の実鐘 T イ ウ 工 オ カ キ
一、、_- ) 、、、、~ 一、
-6-
X 1. Bs殺争 o s.自由党の結成 t:.H学制の制定 x 21t日清戦争
o ~ 大日本者間憲法の規定 x 9.下関条約 o I~.立志社 o 21長選議銃設立E、見書
t:， 4.東海道本線のDU通 0 10.商F開設争 t， 16.太陽暦Ol採用 0 22板垣]g助
o I:!. 'i誇禄の処分 t， 11.和籍条約 o 17.西欧の白lIl平等の思想 o 23.集会IJj取りしまり(集会条例)
o 6 国会の笥~ 012.国会期成同盟 60 18.新簡の発行 d 0 24.if関政治
01.不平士旋 06 l3地偲改正 d 19 大政~.iS d 025.1;福沢 iua 
o Olは学宮内容として予想Ucもの ゐ印 既習の事象 ×印は;t-学警の事象である。(議f舟紙には， もちろんζの記号はない)
・そ して，後述するように，自由民権達観を 3 校持に分けて I~~ したので，学習前 ， 第 1 ， 2. ， 3校時それぞれ終了したi後(訟の校降)
民間 のー溜夜間紙を使思して調査をした。
事1ij1Hi，記入のし古・たキ.R罪史事mの緩みかたo:'指導してから紀λさせた。その際 .d(の点fc特に往怠した。
[7.イにつけた理由を書〈とぎl;t.必らず どういう関係があるのかlの織に寄〈 ζt.教科書にあったから ，とか，なんとなく，と
いう Iうな鐙自は，どうしてもif-けない場合しか蓄かないとと。 J との点は .第2• 3 • 4図自に強識した。
・ 帯Z， 3 ， 4 @13 ~こ!t，ð{Ol i うな指示を した。 。
・ 「今 ， 勉強 したζ とにより，前につけたG~J を動かすととるがあったら動かしなさい。その渇合 .7 ・ イに動かしたh ， やはり理由を








01三国干渉 o 1. Qシ70Jji語下政策 013日本海12j!政 019. 小笠原諸烏の係属
[!，;t東学党の乱 。主義和箇事件 01，4世界の強留め7ジ7進出 .t: 20. 官官J(ヨ'&i!l議会
d.3.台湾の領有 o 9.鈴鹿併合 01阜商機太 021小村寿太郎
04日英伺弱 !:.lo.憲設の制定 LUι征F革論 心22.日本における機披鋼生産の発達
05.ルー ズペルト XII.日本海品の満州進出 /:， L1.伸機の所属 023. f-ー ツマス条約





人により ， 特定の対象に対し，特定の主要な共通~元にわりあてられた判断 el e 田 entの総利 よいう意味である.との測定法と し
(8) 
ては ，1メ-1107ィJ噌 ci P (c 0 m p a n y i m a g e p r 0 f i 1 e) S • Df占 師腕な49fあり，それぞれ
緑色をもつわけであるが，ζζでは1;ー ジ プロ 7 ィル E告を選んだ。その理由は. 純資事自が具体的な判断の~で提示されるので，児
盗生徒が反応しやす〈また結果も具体的でわか世やすい長所をもつからである。しかし， ζれはそれぞれの次元がぬ立しているという保
証がないのが欠点である。
を とで ，尺!ß:の対になる判訴として ， 日本語の意味尺度研究会の研究陀 工る形容詞の~ を"ぴ，自由民権運動，日露戦争のそ札ぞれ
( 1 0) 
について，その原医，経過，影響などを.どのように感じとっているか測定できるようど段下ぬような尺度を作成した。
枇たは [自蹴鞠j について J山感はすか 下山川自問山ろに仰いìt fl. ~~'o 1 
-7ー
たいへん すこし どちらでもない すこし たいへん
例 きれい 庁、







z. I'l自に漣1，ができた一一一一一束縛された巡動であった I 9 運動をLた考えがめ、一一運動をした考えがあが、
2 ζの迷動は活動的である一一一ー との遜動は不活発である I 1 0 安全な運動であった 一ー一一危険な連動であった
4 運動の行なわれた範翻は広いー運動の範闘がせまい I 1 1 運動の方向が新ぃ、一一一運動の方向が古い
主 との速ま自の影穆は大きも、一一一舗の影響刷、さむ、 I 1 2 鈍抑制であった一一一不純在運動であった
ι tlll酬はー貧Lている一一ーとの連動的じ+んして I 1 3. tのような運動はすきだー とのような運動t1きらいど
いる I l ~. 考えかたがするどい 一一考えかたが叫い
1 やさしい運動でit>った一一一一むずかしい運動であった I 1 S. ζの運動ばよい一一一一 日 踊時い
a 積極的な~i伝一一一一一一一消極的な運凱だ






L ζの殺争はただしい一一一ー との猿争はまちがっτいる I 1. 日;本は1住い 一一一一一一- a;f;tt.持、
1 長い殺争であった 一ー一一一一ー 短い鞍争であった I s.tの鞍争はよい 一一一一ーとの磁争Ii惑い
1 そのEろの日本の大後進出 その ζ るの日本の大~U!llは I 9. 怒っζとのわかって 湯飲のわからない危険な鞍
はぬげしい おだやかだ | いた安全な駿争だ一一ーー争だった
4 戦争の~響は大きい一一一一一 戦争の影響隊小さい I 1 0. 滋争の範阻は広い一一一一戦争の範鴎はせまい
S 駁争の結果をうれし〈思う一一一戦争の結果を悲しく思う I 1 1. 戦争の係閣はm縫必一一一敏争の原創は単純だ



























































. ~$S上の実験的意図t1例区ない.ただし .自 由民権運動については.学校放送を録音したものを利用した.ζれは，イメークの形成
巨大きな影響をもたらすであろう.という予怒をもったからである.






























・長選議院設立怠見詰}が出された 1 & 7 4年
.!lii金隠設の詔勅1;出された .自由党の結成 1381i~ 
-内E号車l疫の創r.t I S 8 5年
-大日本帝国憲法の制定 I 3 8 9年
ζの中で盟会を作ろうというととをいい出したのはどれか
1 どう して， ζのような意見書が出されたのか
(教科書を晃て作業 ， 後 . 資~による筒答)







































































. tJ'i~-r自白 民権運動が疋しい . というような記事を香〈と編
集者は，依頼にぶち込まれたζとなど























中心 tfi恩返助 1 & 8 1 年 .7 ランスの.民~.ffi.恕の影~を受
けt結成
イ.立憲改進党について (教科書で作輩.後問答)























































{教科~と資料プ ザ Y トによる問答と説明)










- 三~干渉， 中国に対する列強の進出 . :Jt 清'!l~
2. 1t議事laの諸外国のようすはどうか



























チ ッヂ緩~の経路 ， 戦いの結果)
イ.滋賀および領警 (日本，およびロシ7の協容の統計プqント}
・獄死者It日本が約2iき，負傷者ItlまI:i同じ
・11:用は約20 ~置 ， そのとるの日本の歳出n約 i 億 . 2 0 ~分
を使う
ウ.結果 日 本 tl~ま貸.兵力絞かず ， ロ シ 7 では園内で皇帝に対
する反銃遜動車:超音τくる
S. その結菜，どのような講和がなされたか






















さがあることを指鏑し ，とれをカテブリ ーとよんでいる 生徒が概念形成の初期には自由 ，民格，n 1) 



















































































争 I ト... 
l 令.
i、二--e--_. 




章勺 I ..・4I _.-
1 • • ・一場
E ， 













































滋 l . .~ 
i ι _~O!_，・・ _.















I 2 3 j 
や，その上繍などに要約した謬項に影響され.歴史の流れとして関係づけようとしない傾向が見られ
る。
自由民権遂動の場合は， 自由民権選動という主題で 31湾問学習され， また学校放送で西歓の自由平
等の思想や逮動の影響などに関する印象を深めているのでその傾向はあまり見られない。 しかし ，
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55 12 2 俸i議の処分40 19 2 
27 5 57 ? 2 2 38 1 3 36 12 2 
15 1 :1 40 t 8 26 5 23 1 0 1) 2 18 1 7 3 
12 2 40 17 29 4 26 1 0 30 15 19 4 
日霧戦争
強国の7
38 1 3 23 23 5 地租改正
17 9 25 24 25 前43 14 23 16 4 2 
6 5 20 36 35 後ジア進出27 1 0 1 1 22 30 5 
22 























































たとえば 2 板垣退助 。との人が中心になって2軍政lをした
2 5 福沢諭官 。 この人の努いた;$:が品ê~郁容勧に彰怨した
イ.生活経験からの煩織があるロ






























































2 回目 I 3 回目 I 1 回 ヨ
〔制政治) I (時の処分1 I (立志社〕


















































1 5 その運動の中心 1(!車線の処分:
Z 圏内のととではな| となったとζうだか1I S. tf武士がもらっτいた俸
いから | ら関係がある | 様をはいLしたため .武土m
〔東海道本線の総連)1 (務飽政治) 1 金がはいらず銭府に不務をも





















- 田 13. 明治いしんのと

































































































































33英治穏改正 (闘係あり=+2 少しある=+1 わからない ・どちらでもない=日，だいたい
i必係がない=-1 関係がない=-2とする)
一一γ一一一一一ーでてて一一一一--.+， ' '!l'O IAn¥ I 
1 よ位 群(:;リ) I !:T (E 喜平 (4(1) I 下 位群(:50) 






5 。2 7 6 品 ι 
5 。日 ? 5 7 5 ι 7 
上位苦手は学習を通して|潟係があるという方向に変化するが ，中位群は-tの変化が少なく最初に関









回数 |十 2 +1 。 一2 計 回数 +2 十1 。 -2 富十
7 5 1 0 4 ι 50 y 12 8 2 30 
2 ι 4 7 4 ? 3D 2 2 る 11 7 4 30 
ち h 4 ら 五 1 1 30 5 4 4 1 0 ? 5 30 



























































































????????? ? ???? ? ? ? ????? ???? ?








































































































































































































































たいへん=+ 2 すとし=+ 1 どちらでもない=口 すこし=- 1 たいへん=-2の得点を与え調
査回数毎，尺度毎に平均値をだすと5裂のようになるの
3 4 
1 ，との運動はただしいーーまちがった運動だ 1 . 1 6 1，4 2 1.67 1，7 0 
z ，自由に逮動ができた一束縛されたi蹴であッた -0，86 -0.9 7 - 1，1 9 -1，2 6 
3 ，との巡動は活動的だー この辺勤は不活発だ 0，8 5 1.日 日 1，.1 8 1.4 4 
4 ，との巡動の行なわれた範囲は広い ー せまい 0，1 7 0.4 6 1，6 2 1，7 4 
5 ，この選動の影響は大さいー影響刷、きい 1. 1 5 1，4 3 1.6 7 1，7 8 
6 .この遂動は一貫しているーー との逮動はむじゅんしている 0.2 2 0，2 6 。.61 0，6 5 
7 ，この逮訟はたやす〈できたー ζの淫弱Jはむずかしかった - 0，9 0 -1，0 9 - 1，20 - 1，2 9 
8 .とのi翠勧は積徳的だーこの迎動は消極的だ 0，9 2 1，0 0 1.1 9 1，6 5 
9 ，この巡動の考えは深い一考えがあさい 0，7 4 0.9 8 1. 1 9 1，2 3 
1 0 ，この制は安全にできた ー 危倹であった - 0，9 2 - 0.92 - 1.2 4 -1，2 7 
-27-




, 37 1'.43 
1 2 .純粋な遂動であったー 不純な淫動であった I 0，2 3 I 0.5 4 I 0，32 I 0.4 3 
1 3 .このような逮動はすきだー ー とのような運動はきらいだ 1 0.5 8 I 0.7 8 I 0 •.8 8 I a.8 6 
， 4 .この遂動の考えはするどい一一三号えはにぶぃ I 0.6 7 I 0.9 0 I 1.1 0 I 1，2 2 
1 5 .ζの選動はよい との運動は懇い 11.2 1 ! 1.48 ! 1.5 8 I 1，6 8 
以上の対の中・で1と15 ， 守と 14， 2 と 7， 1日は意味を， ほぽ同じように受けとって同









を示しているということができょう eそしてこのような反応傾向の理由と しては ，前の節で検討した
ごとく 自由民権選動という刺激に対して，自由 ，平等， 政治，国会などの意味が媒介過程tこ倒jいてい
たととが器官知識と相まって学習前のイメージに影響し，新しい方向で考えが深<，穣徳的に ，広い





























ると比較的変化の多い意見は積極的な活動 ，選動の行なわれた範囲， 活動的な運動 .影響などに闘す
F 

















大きく変化するという傾向を示し ，また学校放送の影響が大きいと いうことも指摘でき ょう内とのよ
うな点からテレビな~の彫響を受けている歴史事象(たとえば. 重量臣秀吉) は逆にまた一種の先入観







5図のプロフィルを検討すると， 4 ，運動の行なわれた範聞が広いとか 8 ，積極的な運動だ，など
が大きく変化している。 4の逮動の範囲が広いは特に 2回目から5凶邑の聞に大きな差があるので ，
3回目の調査から，そのように感じた理由を検討すると 6表の ようになる。
晶表 何回目)運動の行なわれた範囲は広いと感じた理由
獲 由 上位群 中位群 下位群 計
0;1ヒは北海道から簡は九州まで広まった 7 1 2 q 2 8 
。全国的に広まったから 5 1 3 4 2 2 
。貧農， 女性， 不平土族が参加したから 2 1 4 


















$ 8 9 1 2 
2 1 4 2 9 6 4 2 
つまり，豚箱にぶち込まれても遂勤 をしたから ，止しいし ，束縛されていた"L，活動的だと








9. C の~動の考えにil1い t 



















/1; J--て三7て a -;_.....-
/:ノ"
学習後
+2 ¥! ". 逐動的削;i!¥，. 
I I ・ 3 ζの運動の考えはあきい，. 〆
7' ，，~) 1..../ ・ζの運動弘前説的だ






~ノー F J aζの逆襲l低むじゅんしている
一"そ，，-・'
l‘イィ?二一-- l と の~車!の影響は小さい
まちがった運動だ
とのような連動はきらいだ














一左側の対のみ(袈約) よ位静 中位苦手 左側の対のみ 上位群 中位君孝 下位群
1 1 .方向が新しい 0.'14 0.50 0.66 12 .純粋な 日.04 0.4 C 日日 5
9 .考えが深い 0.5日 0.7日 日20 6 .一貫している o. :n 0.07 0.13 
8 .積怒的だ 0.13 0.7 0 020 1 5.影容は大きい 0.47 0.6目 1.03 
4 .選動の総屈が広い 1 .4 6 1.8日 1 04 
3 .活動的だ 0.70 0.52 0.84 
1 .ただしい 0.30 0.60 0.40 
1.5 .好きだ 0.07 0.60 906! 


























0.31 0.1 7 
7 .日本は強い一日本は弱い 0.76 0.83 







1 1 .戦争の原因は複雑た・一戦争の原因は単純だ 日.12 0.02 
1 2 .との戦争はさらいだーとの戦争はすきだ 1 0.61 I 0.65 


























3. そのいの日本大即進出ははげし~， 1 巴)"， '一ー そのζろの日本の大陸進出はおだやかだ



















右の対 (婆約) 学習前 (1 0日) 学習後(1 0 0) 
右の対 f軍約) 十2 十T 。 -1 -2 1+2 +1 。 .，-1 -2 左の対(要約〕
1 .まちがっている 1 2 呂 74 6 。 12 29 38 1 6 5 ただしい
!5うれしく 思う 8 15 56 1 0 1 1 7 28 25 15 1 5 悲しく思う
6 .説極的に 7 33 4 Y 1口 3 1 6 32 23 12 1 7 消極的に
1 1 .原因は後雑 。 16 ιι 8 4 1 0 32 20 26 12 原因は単純だ
1 2 .きらいだ 29 t 4 49 5 3 25 37 7 3 すきだ
4 .影響は大さい 29 36 34 D 48 39 11 2 。|影響は小さい






















































































一一一一上位苦手 ーーー 一ー軸 n・・・ーー一 下位li
イ.学習を通しての変化を見ると 8図および 11表のようになり自由民+寝込Ji動のように明僚ではな




1 1 .原因は複雑だ 10.561-0.221-0.33119.危険な戦争だ I 0.4410.88 i [1.37 
6 .積極的に起こした 1-0.161-0.23 I o.口31  3 .大陸進出がはげしれ 0.4410.5210，20 
2 短い戦争だ 1 1.00! 0，77;， 0.43 114 .影響は大きい 1 0.2010.5510日7
1 c 範函はせまい 1 0.52' 1-0.02 i一口.031  1 .まちがっている -0.日4! 0.1 5 .:..0. 1 3 
7 .日本は強い |ー い 口! 0.2310241 12.きらいだ I 0 !日5}日.07











































結呆はそれぞれの尺度値に，そう思う{強く)ご十2 そう思う〔少し)=+ 1 どちらでもない
=0 そう恩わない C少し)=-1 そう患わない(強<)=-2の得点を与え 3意見毎に平均債を山
してみると 12表のようになるの
1 2茨 自由民権運動(ーは否的の窓見)
1.1民選樹立の闘の幽|mいて 全体 上位~ 中位il'f 下位lW
7.9自キ平等という ζとで，行動するならすべて立派なζとだと怠う。 (D) 6.56 0.66 0.50 0.66 
1.rn普段治に対して箇昆から議員a'遊んで政治を行なおうという考えでしたのだと見 L.2 Z lι。1.17 0.70 
ぅ。(B) 
ウ，政府に対して，反対Lたり，批判 したりするととは危険な考えかたでよくない。(E) -121 -1.1 3 -U7 -6.& 3 
.1.議院設立の窓晃容を1M したのだから.なんとな〈ょいと止だと思う。 (C) 0.11 0.83 乱85 6.40 
オ，事i'" ~、思i!!をくみ入れτ ， 政治を改めようという正義感を感ずる . (A) U2 J.H 142 1.3& 
a|自由鵬糾まり |について
7 . Jt海道から九!tIまでの~箇でいういろな滋業の人が参加したから企図的な運動だと 113 ]90 1.95 1.36 
思ごう。 (B)
イ，ただ政府の苧りかたに不績をもつだ付で参加した人も$いから， ζういうととは復 0.26 -O. 30 。.22 0.26 
援なものだと!思う. (A) 
ワ . 自由平自民め権中JH肩う運動なあ， いつでも苦~しな { 1:も人々の賛成をえられる -070 。96 -1..QO -0.03 
と思う。 (0) 
エ，Ji動が会E量的に広まったζと1..なんとなくよいと息う。 (C) 1.0 I 0.96 140 U.93 




帽 蜘ち (0) 卜 0.96 0.32 0.60 
ィ.政府に反対した丹，批判した号する人有は.~ "') ときびしくJC(りしまゐぺきだと的.(E) 1-1.02 ーl.n ーJ.11 -0.7 0 
1 . 敬府の取町しま町に負付ず自邸のため信念をb "τ行動した人を(悔いと.~ぅ. (A) 1 1.55 1.1 0 1.8 2 I 1.0 l 
エ . Ji府の 1 1 なった取町しまり~策をなんt な〈 語い止 l~ぅ. (C) 1 0.28 0.36 。
オ ， 集会条例や続開条例をだ した E とは.政J'Í~が民主的でなか「たと思う。 ( B ) 1 ~05 1.53 ('.95 . 0.70 
41自由民繊細の発展lについて
7.二つも l政:iiができiE会の開設置こそなえたのだかム獄&的な還動だと~~ぅ . {B) 120 U3 J.4Q 0.80 
ィ .ζの~t.はなんとなく儀後まtーつの E とをつh白き返した運鈎だと.l!!. ぅ. (C) 062 且13 0.82 凪36
ワ.aibやI!還の復元を実現きせよう主した，"#t;tiからとうぜん長後まで主~It発展 l..t 0.1¥7 -110 -fl.H 0.60 
とtぅ.(D) 
I . 強い取り し まりでさめの勢いがおとろえ たから .始めからも・っと強く~りしまるべき -069 _ 0.9 '3 
1・Aつ1tr jU，う .(E) 
ォ.せ『か〈政党をつく町ながらも.1，'1 1!l! '~'J れをし~f')名 j亀で暴動をお ζ した円 したとと 136 1 ) 6 0.93 
~.お しいと黒うの
主|自州酬の側lについて
7 ， íS1舎の周忌ゃJi.日本音箆憲法の制定など .JIl~の民主化に大付影響掛えたと偽(B) l.4S 1.63 L30 
.(.どんな長いIUU'.r，ろうともd:特区反対した9批判をするととはよくたいと，Ii!.ぅ.(E) L2 ~ -1.56 
ウ . ζ の.tlJ民よって ， 政治ががらfJl:ヨ III平等~@1事するようになったので ， 影響健太 00 住II 也25I 0.90 
きいと昆う.(D) 
エ.なんとな<.日本の敏治によい;;響を与えたと l~ぅ . (C) 0.80 O~ 3 
ォ ，日本を近代国家ιー歩近づけたのだから ，と の12~骨の中心となっτさのた人は偉いと 142 1.53 1.55 1 1.I3 
患う.(A) 
E 殿町治と叶自由民縫運動|は
7.自由民俗l!l識はなんとなく，よい怒鋤記とJ!l.ぅ. (C) 109 1 L51 L17l 113 
ィ，雌酬をめざした倒的な政治甜功例良主化に大きな影響を与えたと思う.(B) 1.15 I U31 UOI 1.16 
ウ，とのような運動は.危綾なj号、箆による反政府鈎なI動だから翠fOl't社会をみだ寸よく 1.31 I -1.56 由1.551-073 
ないζとだと思う. (E) 
エ，JI治の民主化が.tういうlil'lによって進められたのたから議会峻泊をたい世つにし 113 II I 1.00 I LOO 
なければならないと見ぅ. (A) 
オ.i!i民のg白や権利を目的Kした運動だから .1べτが立派に行なわれた運動だと忽う. 也26 1 0.%0 1 且27I 0.30 
(D) 
とのA.B.C.D.Eの内容をもっ各意見に対して，それぞれ肯定，1l:r%:の方向がどのようであ
るか， 1 2表iこ基づいてブロフ tノレをえがいてみると?図のようになる。
q 習 自由民権運動
をう，.う ~うれ どちらで そう怠杭い れ 尉班、
1 • IIHi滋疾走立の意見をのも主鉱lについて 強〈
2 . I i'I肉 R~..r tl 1)広ま r IにつJて ， ， 
， ， 





少し もない 少し 強〈
⑦ ，文主主記述の場合には，自由民融動の起こり，糊， 影響などを答鋭的に述べたものや建設的な見
解ちょ述べ'たものが寂ー も i計三~ 才1 ， i!1i効を否定する異色干は存主主され全体と v てl't肯定的 ，総務切な窓見
であり，政治1こ対する態度としては好ましい反応匂向であるの
中図のプ四フィ ノーレにみられるように常定の強さの}国1.， 巡動の起こり p臨盈 ，影響などを答綴的に









































A C D E 
B 日 44 8 o . 4 5 5 o .日 25 一 日 .3 9 9 
BはA.Cと高くはないが相関がある。6鵠ずつ集計したもののキ欄 であるから，相関は低くなるわ
けだが，だいたいの傾向としてBを背定した者は ，)釜動に対する批判的感設的意見を常定し ，また ，



















的肯定の強きが弱いのは ，民権運動の性絡を批判的に述べた 2のィや 4のォであったが， 4のオは下













2 .ウ 自由ゃ国民の権剰を願う遥言動ならいつ 4 .ウ 自治や国民の格別を実現させようとした
でも苦労しなくても人hの笑足立をえら 遂動だからとラぜん最後iで立派に発展
れると思うの したと忍うの
~ +2 +1 。-1 -2 計 十1 。一1 -2 言十
上位群 1 5 5 1 2 1 1 3 0 上位.2手 5 8 ι ? 4 ~D 
中位群 4 2 2 1 4 18 4 0 中位鮮 6 4 1 2 12 6 40 
下位若手 4 8 5 ? 4 30 下位君主 7 1 1 ι 5 30 
言十 ， 3 10 35 33 t 0 0 計 1 6 23 24 26 1 1 1 0 0 
5 .ワ ζの遂言誌によって政治が，がらりと自 5 .ア 自由や国民の権利をロにする人たちなら
出平等を尊重するようになったので， それを取りしまるのはよくないの
影毒撃はフてきいと思うの
l十2 十1 。-1 -2 計 十2 十T 日 一1 一2 計
よ位鮮! 4 1 1 8 d 30 よ位若手 1 1 1 0 6 3 。 3日
中位群 10 1 3 5 5 ? 4 G 中位若草 ? ， 4 ? 6 2 40 
下位苦手!1 1 1 2 4 。5日 下位詳 5 1 4 7 2 2 3D 
言十言十 ! 25 36 t 0 14 15 100 25 38 22 1 1 4 1百日











Lウ 政府に対して‘ 反対したり， 批判した号するζとは危険な考えかたで
よ〈なし、.
1オ ζめような運動が .全信的に広まるt.，f: 1'1政治をする人が国るからよ
くないζとだと患う。




5. -{ どんな良い~，があろうとも政府民反対したり批判をするととは・ よ
くないと患う.























B C D 




⑦ 20叫ー ジと2件オこ例示した生徒がどのよ うな受けとめ方や見方をしているカゆると 15表のように
なり，理解， 思考 ，ステレオタイプなどが影響している綴子がみられる。





A B ! C ~ D E IA IB C ID 
1 .民選議院設立の意見書について + 1 3 十 2 十 2 十 1 ~ + 2 
2 ，自由民権選磁の広まりについて + 2 +2 自 +1 +11 十 2 自 i+2
3 ，政府の取りしまりについて +1 十 1 +2 +2 -2 +2 + 1 。+2 
4 I 自由民権霊動の発展について +1 日 -2 +2 + 1 。
5 ，自由民権塞3誌の影響について +1 -2 -2 。十 2 +1 +1 。
6 ，結論と しての自由民権遂動 +1 。-2 + 1 +2 +1 +1 ・十
m 
Cのタイプ=K.H (女) Dのタイプ=M.N (男)
十 2! + 1 1 .民選議院設立の意見書について + 1 十 1. + 1 +2 +2 十 2
2 ，自由民i儀遂動の広まりについて 。+2 +1 。。+1 +2 -2 -2 1-
3 1政府の取り しまりについて + 2 十 1 D 。 。+2 +2 。。一
4 .自由民権i霊動の発展について +1 十 f 十 2 +1 。+2 +2 + 1 
5，自由民4総墨動の影響について +2 十 1 。+2 十 2 十 1 -2 一



























B，日露戦争の原因 ，影響 ，に関する客観的な叙述と当時の日本人の心情を述べたもの 4問
c，なんとなくよいとか惑いというばくぜんとした受/tとめっちを述べたもの 4問
D，日終戦争を道徳的な観点から強く否定した意見を述べたもの 4問
E ， もっと戦争をしてでち積極的に発展したほうがよかったという ÝI~を述べたもの 4問
ζの結柴を自由民権運動と戸j様に尺皮篠に得点を与え.lf-均値を算出してみると 16表のようになる。
1 6 表 日露戦争
L|日闘争の閥|についτ 全体 上位群 φ位n 下位r
T ロシTがifj)'ti.朝鮮に勢力を伸ばして日本の勢力をおさえようと したのが大きな原因だ 1.19 L53 1.07 100 
と.¥Rぅ. (B) 
イ そのとろ， ~~習が弱い信に努力を伸ばそうとして争ったζ とがfl争のおきた重姿な原因 1.0 J 1.23 1.15 0. 7 0 
iH.1!ぅ.(A) 
ウ たとえ昔であっても，またどんな受命でもすべτ話し告いで解決しなか勺たEとは絶対 0.37 0.93 也7S 0.83 
惑いと考える。 (0)
エ 殺争は惑いととだから原因もなんとなく怒いと思う.(C) 且05 0.20 -0.25 -110 b 
オ Riドが大陸に進也するために .もっと磁極的にロシT健二被争をしかけたほうがよかった -1.10 目I.5Q -1.25 -0.50 
と患う.(E) 
Z|日報今における被害(死傷者)|について
7 たとえ普であっても ，またどんな純白でも人を殺しあう争いは絶対需品いと考える.(D) 1.3 5 1.4& 1.50 1.03 
イ 鴎が発展するという郎自ならどんなに事くの人が死んでもよいと思う.(El 一1.12 1ー.35 -I.RO -1.7 6 
ウ 人が死んだりするととは.なんとなく悪いと忽う. (C) 0.78 且90 也90 且50
工 戦争It患いζとだがそのEらの日本の人たちが母のためにq:命をすτて殺った気持もに 1.02 1.00 LIO 0.93 
心がうたれる. (B) 
オ 長径が発達するにつれて事くの死傷考をだすから隣it.が~tr伐 とJTI.和という ζ とがたい 1.30 1.73 uo 1.10 
せっHこなるとjtぅ。 (A)
1 I日審議争の結果|釘土がふえて大陸へ発展した ζとKついて
r l#てる敬予をもっと串くして領土をふやしたりぬaを淘加したほうがよかったと息う.(E) -Ll4 -1.30 -us -0.56 
イ たとえ音のととでも戦争による発援はぜったい!.ぃιとだと思う.(0) 0.62 0.76 O. ~ 2 0.4 6 
ワ 鍛争にj書っτ日本が発展した ζとがなんとなくよいと忠う侠 (C) -0.09 時 0.30 -0.27 o.H 
エ 日 ;本の ÎoÎI~;発返し . ~際防魁位が嗣上 したのは， ζのよう危戦争による ζ とが大きい 1.26 1.33 1.21 1.16 
と怠った.(B) 
オ その E るね世界的に . 強医が羨い国を~せいE発展したのだから ， そのような時代をこ L 54 1.63 1.65 1.30 
度とくり返さないようにしたい.(A) 
4 結論としてlE制争|については
T 強閣が弱い露をぎせいにして発展した時代の較争で ，とのような時代を〈り返さないと 1.62 1.10 1.70 l43 
とが車砲にとってたいせつである.(A) 
イ たとえ昔でも卵白はどう晶ろうと日露鞍争は鞍争である以上絶対悪いととだと思う. (0) 0.59 nH 075 0.5 ti 
ワ 鞍争という名がつくので.なんとな〈惑いζとだと持、ぅ。 (c) 0.10 0.30 o.oO 0.26 
エ そのとろは，cのような磁争をもっとどしどし行なっτ，もっと!Iit極的に快感し主縫う -l4 0 ー Ub -1.41 -1.33 
がよかったと思う. (E) 





















① H露戦争こ対する批獅最も肯定され， 戦争をしてでも概抑こ発展すべきだという意見叫 べた
ものが最も否定され，全体と しては批判的否定的である。





















































うになり ，この肯定の強い者は ，日露戦争の原因 ，影響に関する客観的な叙述を肯定し，反函，当時
B C D E 







a 上 中 ・下
1 5 1 5
2.A.B.D.EくC 2 2 
2' A or B=C 
3.A.B.C.E<D 5 6 5 
ゲ A or 8三二D 8 1 6 ι 
4.A.B.C.D<E 
5 . A二 B=C=D=EI 1 t 1 














































一一 上側 一 一ー中位群 一一下位el
2のアや3イは肯定が比較的強<，また上中位若手ほどその傾向が強い。普のことであっても道徳的
には惑いことだとする意識が強いわけである。しかし過去の笑際あったことに対して，道徳的に否定





















。-1 - 2 計
2 5 。 3 0 
5 8 。 4 0 
5 4 2 .3 0 

















。-1 - 2 計
7 7 .3 0 
5 5 4 0 
4 5 2 .3 0 





























3. 7 勝てる滋争:tもっと串〈 して領土をふやしたり輸出を増加した
筏うがよかったと患う。













A B C D 
E -0.57 -0.08 -0.03 一日. ~ 8 








i9表 1 ，戦争は悪いことだから原因もな 4 ，ゥ， 戦争という名がつくのでなんとなく
んとなく惑いと思う。 主義いととだと思う。
+2 十 1 。- 1 - 2 計 1+2 十 1 。 -2 計
上位群 2 1 2 8 6 2 3D 12 4 5 6 3日
中{ft詳 1 3 14 10 2 4 0 中位群宮 1 4 ? 1 3 2 4日
下位群 日 12. 7 8 る 5日 下位群 2 1 3 7 7 30 
















































つけよ うとする傾向があるo (たとえば ，両方とも政治に関係するから)とれば 9やはりなんらかの




















い。しかし .下位群は[謁係のない事象でも匙想的に ，あるいは、 なにかの印象に残っているもので関











































ける主体のはたらさの根底に態度がはたらき，経験の意味を決定する ことを述べた。 ニューカムは， こ






































注 ( 1 ) 楠良守l1<.編 現代心護学の害者学鋭 滋波書.h5 P233 
tいy 島由 一男 社 会心理学の塁走底ー餓皮 の心理学 大口'*図答 P 23 
( 2 ) 俊 '* ~立治 教育評価総説 金子 芸書房 p345 
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